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２０２１年１１⽉８⽇に第２３回⼤阪⼤
学－上海交通⼤学学術交流セミナーが、オ
ンラインにて開催されました。本セミナー
は、当時の溶接⼯学研究所が溶接分野を中
⼼とした先⽅との国際共同研究を起源とし、
１９９５年から始まった国際交流であり、
現在は「接合」「材料」「情報」「物理・レー
ザー」「船舶海洋」「スマートシティ」の６
つの分野にまで発展して全学として取り組
んでいます。 

「接合ワークショップ」の開会式で、本
研究所・⽥中所⻑と上海交通⼤学レーザ加
⼯溶接研究所・LI Zhuguo 所⻑よりご挨拶
を頂き、コロナ・パンデミックの中でも両

⼤学接合分野の連携による研究成果をオン
ラインにてＰＲする重要性を強調しました。 

本ワークショップには、上海交通⼤学か
ら約１４名、接合研から１０名の教員と学
⽣が参加し、両校からそれぞれ４件の研究
発表を⾏いました。接合研から劉准教授、
⽥代助教、Ammarueda 特任助教と⼤学院
後期課程２年⽣ Aung さんが、最新の研究
成果を発表し、活発な質疑討論が⾏われま
した。 

閉会式では、近藤教授が両分野の共同研
究成果をまとめ、２０２２年度のワークシ
ョップをぜひ対⾯開催したいとの期待を述
べました。 

 

 


